病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・田名部Dr.が12/4（火）～12/7（金）まで不在の為、処方は金曜日に頂く事となっています。

・看護グループ内研修を開催します。
日　時：　平成30年12月10日(月)　11:00～
 場　所：　病院2F会議室　※昼食可
 対　象：　介護職員全スタッフ
 テーマ：「看護職員の負担の軽減及び処遇改善に関する体制計画」
 講　師：　上野JGM、小原JGM
当日の出欠される方は出欠の記入をお願いします。

・患者様が外出や外泊から帰院した際には、私物持ち込みの確認をして下さい。コード類や危険物は家族へ返却する様にしてください。

・馬渡Drの診察が明日12/5(水)となります。

＜部屋移動＞
・三上　勇様～北病棟302号室北病棟306号室へ移動となっています。
・十日市　利喜様～北病棟302号室北病棟406号室へ移動となっています。
・松川　久雄様～北病棟306号室北病棟402号室へ移動となっています。
・吉田　周治様～西病棟47号室北病棟302号室へ移動となっています。

＜患者様連絡事項＞
・伊藤　義彦様～本日14:00妹夫婦の迎えあり、青山荘へ退院となっています。

・山口　富造様～介護区分の再調査を実施しています。

[bookmark: _GoBack]・原　吉郎様～明日の昼食後薬よりクロザリル(25)1Tが追加処方となっています。

＜要注目患者様＞
・齊藤　光枝様～昨日の夕食と本日の朝食は不食しており、スタッフの声掛けにも布団を被っており返答することはみられません。深夜帯ではトイレに行く事なく、9:40頃にスタッフ誘導でトイレに行くと濃縮尿が見られていました。昼食は、全量摂取する事が出来ています。水分摂取や食事摂取を促し、適宜トイレ誘導していきましょう。

・立桶　真樹子様～深夜帯にて「悪夢を見てしまった」とソラナックス(0.4)1Tを内服している。その後、生理痛の訴えあり、朝食は不食しています。13：20頃、再度腹痛の訴えあり、主治医に伝え、痛み止めを処方してもらうことを伝えると「はい。」と理解を示し部屋へ戻ったかと思われたが、父親に電話し、父親が来院されています。婦人科受診の経緯と、入院に至る経緯を最初は興奮口調で話していたが、スタッフの説明に父親は徐々に口調は落ち着き、当院の対応へも理解を示されています。また、主治医との面談希望が聞かれています。前回の外出時に持ち込んでいたランプはコードが危険物の為、詰所にて保管しています。次回外出時に返却して下さい。

・大上　なみ様～朝食後、顔面中央の鼻柱全体に腫脹・熱感あり、軽度の痛みを訴えている。体温35.8℃。昨日の夜からとの事。虫刺され等の刺創は見られません。馬渡Drより明日の採血指示、エキザルベ軟膏塗布、皮膚科診察の指示が出ています。

＜転入患者様情報＞
氏名：吉田　周治様（60）　入院形態：任意入院　　　主治医：馬渡Ｄｒ
主病名：アルコール依存症
身体合併症：栄養失調、ビタミンC欠乏症、神経症、不眠症、胃潰瘍、便秘症、湿疹、
頭痛、薬物中毒
精神症状：飲酒要求
入院までの経過： 初飲18歳。その後は機会飲酒程度であった。30歳頃より飲酒量が増加（きっかけ等は特にない様子）。晩酌程度に毎晩ウイスキー250ｍｌほど飲酒していたが、ブラックアウトや飲酒による他者トラブルは認められなかった。H30年6月にリストラにより約41年間働いていた仕事を退職。その後、ほとんどを自宅で過ごしており、仕事がないことから日中から飲酒することが増え、AM10:00から翌日のAM1:00までウイスキー350ｍｌ/1日ほど飲んでいた。また、飲酒量増加により食事摂取量は低下し、体重は58ｋｇから50ｋｇまで減少。1日1～2食ほど摂っていた様子（カップラーメンやおにぎり等）。H30.8.15上腹部痛が出現し、同月22日には体動困難となり、自身で救急車を要請。その後、八戸市立市民病院［消化器内科］へ救急搬送となり、アルコール性肝障害、低栄養状態にて同日入院となる。入院後、同月24日には血便が認められ、急性出血性直腸潰瘍と診断されたが、内視鏡止血を施行し改善している。入院加療により、禁酒や栄養管理等を行い、肝機能は徐々に改善。食事も全量摂取し、生活に支障がない状態まで体力も改善した。主治医より退院の話があるが、単身生活であったため自宅退院となると、再飲酒するおそれがあることから、本人が断酒の為のアルコール依存症治療プログラムを希望。H30.10.2当院初診。同日入院となっている。

備考　
・キーパーソン：沼畑　周正（兄）（仙台在住）090-9637-4555①
022-301-9437②
吉田　誠夫（いとこ）（八戸在住、差し入れ等はこの方へ）　　080-1807-3173
・緊急時：八戸市立市民病院搬送希望
・午前（月～金）：作業　　　午後：アルコールプログラム　
・GAF：40点
・血圧1回/週（日曜日）
・ＡＤＬ：自立　
・買い物：売店（上限なし）　
・食事形態：常食（大盛り）　
・洗濯：自立
・間食制限：なし。
・院内歯科：次回12/7(金)
・皮膚科：両側縁～足底：テルビナフィンクリーム1回/日　塗布
・テレビ、携帯電話の持ち込みあり(私物持ち込みに関する誓約書は記載済み)
　夜間も本人管理となります。
・ＩＦオーダー：不眠時　「ブロチゾラム錠(0.25)1T」
　　　　　　　  不安時　「ジアゼパム錠（5）1T」
　　　　　　　　便秘時　「センナリド（12）2Ｔ」
・ロッカーの鍵は詰所預かり
・いとこ様より洗濯代(100円×30枚＝3,000円)の持ち込みあり。
・単独外出・外泊承諾書にはサイン済み。
・兄が面会時に持参するサプリメント(ビタミン系)の内服は馬渡Drより許可有り。
・アルコールプログラムは前倒しで、北病棟ではⅢ期の説明から始めています。
　今後については心理の小川さんと相談しながら勧めていきます。
・退院先：自宅
・受け持ち：藤田Ns/松橋CW
